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者が 105-6 cm~2の程度,後者が 1011～12cm~2程度であ り,いずれ も実験的に制御可
能な点が特徴である｡この濃度からわかるように,前者は- リウム温度でも古典分布









































的高い場合にみられる,吸収曲線 (磁場 をsweep)の振動的構造等,実験 と理論がよく一
致するようになった反面,低濃度におけるサイクロトロン質量の構造敏感な減少など,

































不整のゆらぎの影響 を強 くうけるようになるので,果 して理想化されたWignerlattice
が出現可能か否か問題である｡現在の実験事実は,この領域での諸特性は構造敏感であ
って,いわゆる不純物伝導の様相を呈するかにみえる｡最近ベルのAllenによって報告
された極低温での移動度が,二次元の variablerangehoppingでより理解 できる事
実などはそのよい一例であろう｡
§7.む す び
以上述べたように表題の系については,この二三年の間に急速な研究の進展がみられ
ているが,本研究会の課題 であるこれら電子系の素励起の研究はむしろ今後のことに属
している｡現在 までに積み上げられた成果を背景に本研究会での討論 をふまえて,この
分野の研究の展望がひらけることを切望する｡
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